
2008年度春期
数学B(微分積分)[物質生命理工学科1クラス]・数学IN[化学科]

担当 : 角皆 (つのがい)

1. 授業に関する連絡

主に物質生命理工学科掲示板 (3号館 1階)・化学科掲示板 (4号館 4階)、及び web page

http://pweb.cc.sophia.ac.jp/tsunogai/kougi/08/suuB.html

で行なう。また、角皆への連絡は研究室 (4号館 5階 576室)に直接来てもよいが、電子メ
イル tsuno@mm.sophia.ac.jp が確実である。

2. 授業の進め方・評価方法

毎回の授業は講義が中心であるが、問題演習も適宜採り入れる。評価は中間試験・期末
試験・授業時の演習・気まぐれに出すかもしれないレポートなどによる。

3. 授業内容予定

不等式による評価から始めて、Taylor 展開を主な切口に、一変数の微分積分について
• 不等式による評価
• 級数和の収束発散や簡単な場合の判定法
• 平均値の定理から Taylor の定理に至る話
• 逆三角関数など幾つかの新しい関数
• 積分の基礎付けや計算方法

などを中心に解説する。時間があれば更に各週読み切りで幾つかのトピックを紹介したい。

4. ノートの取り方について

ノートを取るということは単に黒板に書かれた文字を写しとるという事ではない。講義
者が口頭で話した事や、自分で気付いた事・考えた事・疑問点などを書き留めておくこと
が大切である。しっかりと取ったノートは、後に復習したり見返したりする時に、自分に
とって参考書より役に立つものとなる。そうならねばならぬ。後で見た時に気付いた事も
随時書き込んで、充実したノートを育ててゆこう。そのためには比較的余裕を持たせて紙
面を使うのが良かろう。後で自分で読んでも判らない程乱雑なのは論外であるが、見た目
の綺麗さを追って整然と書き連ねることを過剰に意識するのは良くない。

5. 参考書・演習書

講義をする側の参考書を幾つか挙げておくが、一つの教科書にべったり沿った講義では
ないので、教科書としての指定はしない。解析学・微分積分学などと名の付いた本は多数
あるので、各自で図書館・書店などで見比べて、自分に合うものを手元に一冊持ち、講義
の内容に対応する箇所を参照して、予習復習を行なってもらいたい。又、問題の解法の解
説と演習問題とが中心の演習書も多い。授業中の演習の他に各自で問題演習を積むのが
良い。

• 三宅敏恒『入門微分積分』培風館
• 足立恒雄『理工基礎 微分積分学 I ―1変数の微積分―』サイエンス社
• 中島匠一『なっとくする微積分』講談社
• 小林昭七『微分積分読本』裳華房
• 金子晃 [監修]／中島多加子・米山実希 [著]『積分計算そのまま使える答えの書き方』
• 高木貞治『解析概論』岩波書店

など。

— よろづの事どもをたづねて末をみればこそ、事は故あれ。
堤中納言物語「虫愛づる姫君」より
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